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総

額

六

千

麗
顯
騨
‥
竃
躍

修
螢
は
維
持
費
を
含
め
て
荘
汀
八
拾
五

万
三
千
円
と
な
り
、
各
穂
n
業
費
の
諮

負
費
た
け
で
、
予
算
総
額
の
四
し
％
を

Ii 昭
和
三
十
年
度
の
予
算
は
三
月
二
＋
八

日

の
町襲
ぞ
可
決
成
立
し
ま
し
た
か

次
に
そ
の
大
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

最
近
地
方
財
政
の
危
機
を
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
拙
方
交
付
税
、
地
方
債
、
補

助
金
な
ど

は
大
巾
に
減
り
r
l
時
的
な

財
政
資
金
も
、
強
v
制
限
さ
れ
る
の
で

国
家
財
政
に
依
存
す
る
割
合
の
大
き
い

蒔
慧
鳳
、
s
よ
ー
苦
し
ぐ
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

弩
欝
に
つ
い
て
曇
す
と
、
こ
旦

鷺
誘
認
繍
誤
塑

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
土
木
、
産

業
教
育
の
各
部
門
に
亘
つ
て
、
特
に
悪

条
件
で
あ
る
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
嚢
に
璽
点
を
贋
き
．
多
く
の
経

費
を
投
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
つ

て
い
ま
す
。
三
十
年
度
は
塩
屋
海
岸
堤

及
び
山
ノ

ロ
海
岸
堤
災
害
復
旧
工
瑠
費

千
五
百
七
十
五
万
円
、
岩
元
輿
地
林
道

の
開
設
費
四
百
十
一
万
円
、
塩
屋
海
岸

堤
の
二
＋
九
年
度
の
寧
前
施
行
の
過
年

30

　

社
番

lil
　
p
t
°
。

輌
塁
醐
姦
　
　
讐
α

当百

初余

予万

円算
決

る

な
ど

に
よ
り
百
五
拾
万
円
の
増
と
な
り
7
＋
六
％
に
な
つ
て
お
り
・
早
く
か
ら

更簑
昨
年
か
ら
l
e
n
五
、
六
編
負
頂
の
肇
、
人
讐
の
襲
を
云
わ

由
め
ろ

三
千
百
五
拾
万
円
に
遼
し
ま
し
備
、
土
木
礪
童
三
ど
、
一
応
整
備
さ
れ
一
わ
け
で
す
か
∴
、
今
後
欠
員
を
生
じ
て

欝
譲
講
鞭
㊨
藤
ヱ
ロ
鍵
鍵
灘
舞
麹

警
ξ
・
の
で
婆
い
か
芝
定
馨
姦
ξ
・
賀
と
薮

え
ら
れ
ま
す
が
、
港
湾
、
申
学
校
の
整
し
た
わ
け
で
†
が
、
実
員
ば
減
ら
な
い

　
　
　
　
“
＝
：
＝
“
g
n
＝
＝
b
＝
＝
“
“
n
t
a
s
s
s
t
t
●
●
●
e
e
●
－
t
e
－
・
t
t
＝
t

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
里
月
林
鎮
入

費
は
本
年
度
1
1
百
I
I
十
l
l
万
円
に
な
っ

　
　
　
　
　
へ

て
い
ま
す
o
ま
た
鞍
後
い
ろ
く
の
事

碁
費
に
充
て
る

た
め
借
入
れ
た
町
債
の

霞
遵
鰭
解
舞
㎜

顯
を
六
名

昭
和
三
十
年
度
の
予
算
そ
の
他
の
量
要

な

謹
黍
撃
る
現
嘗
（
鍾
了

改
選
を
控
え
て
の
議
会
は
、
二
月
十
四
日

招
集
さ
れ
会
期
を
十
五
日
聞
と
し
そ
の

間
本
会
議
四
日
委
員
会
五
日
を
も
っ
て

二．

十
件
の
■
疾
を
審
■
し
、
原
察
可
決

二
十
六
件
修
正
可
決
因
仲
と
な
g
l
l
：
月

二
十
〔
ヨ
幕
ゲ
堕
じ
た
。

先
つ
予
算
Ψ
“
∵
ζ
て
は
二
十
九
隼
度

第
．
二
回
U
戸
川
更
パ
苦
占
●
が
“
謝
ψ
品
一
緬
六

百
十
一
万
余
日
．
ず
．
一
尽
額
八
・
↑
七
吉
九
十

轟
鱗
蝉

蘂、

灘

や

一

れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
一
応
現

　員
主
義
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
・

廉
査
委
員
、
公
平
委
員
、
消
防
職
員
の

定
数
は
金
郁
削
除
し
、
役
場
定
数
を
四

十
I
I
o
p
か
ら
四
＋
名
に
減
ら
し
、
議
会

書
記
を
一
名
増
員
し
ま
し
克
。
こ
れ
で

減

ら
す

＝
万
6
霞
と
な
0
追
加
の
主
な
る
も
の

は
土
禾
費
＝
．
百
十
万
余
円
、
災
害
救
助

orの
n
＋
n
万
傘
円
、
産
業
経
済
費
の

xu
l
l
l
十
一
万
余
円
等
で
あ
り
ま
す
。

　
三
，
↑
年
度
予
算
は
垣
緒
エ
ハ
千
七
百
四

万
二
千
余
円
で
あ
0
ま
す
が
、
こ
の
内

容
は
験
行
当
局
よ
O
公
慶
さ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
書
時
い
た
し
ま
す
。

決
算
は
二
十
（
年
度
決
算
が
提
出
認
定

に
用
さ
れ
k
，
O
　
t
．
，
あ
り
ま
す
が
歳
入
総
一

■
六
千
七
胃
七
†
八
万
ニ
ギ
三
百
九
十

ニ
ェ
一
取
紺
ぽ
六
工
・
ピ
一
R
六
十
⊥
九
万
九
千
二

吉
主
十
一
完
、
兜
引
八
万
四
千
百
四
十

二
．
凋
』
｝
年
度
ロ
ロ
゜
w
つ
て
お
り
ま

†
ニ
ピ
西
Z
頂
牢
は
轡
元
林
遵
開
設
工

ー
期
一
期
工
弔
｝
＾
ニ
ビ
与
臼
千
円
第
二
期

工
“
二胃
N
」
ニ
ニ
三
．
一
．
、
益
田
組
と
大
根

占
小
学
苦
災
轡
捜
旧
、
∴
獅
を
t
［
百
万
円

で
福
永
綴
と
、
に
ノ
［
H
唐
津
堤
災
害
復

旧
工
パ
萌
1
l
e
s
＝
｛
－
－
を
否
九
十
九
万
円

で
斉
野
組
と
、
庁
、
呂
拍
逗
絡
改
艮
工
事

第
四
工
区
を
百
二
r
十
二
万
円
で
桑
原
組

と
、
第
五
工
区
を
六
＋
L
万
円
で
吉
山

組
と
、
第
六
工
区
を
六
十
八
万
円
で
渡

辺
組
と
、
そ
れ
ρ
＼
入
札
の
繕
果
に
基

き
落
札
者
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
俘

公
平
委
員
に
c
a
浜
l
1
l
代
吉
氏
を
選
任
す

る
の
件
等
潔
認
さ
れ
た
主
な
る
も

の
で

あ
り
ま
し
た
が
そ
の
外
に
大
根
占
町
膜

会
議
員
の
定
数
二
十
六
名
を
1
1
十
名
に

減
す
る
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
閥
題
で
あ
っ
た

亘
万
プ
故
8
琶
た
が
・
こ

れ
は
昨
鎚
力
民
害
に
よ
る
も
の
で
す
、

予巽乙
つ
ち
’
多
く
の
菜
僕

臥根
鮎青
壮

守
田
■
薦
氏
●
を
中
心
に
準
備
を
す
A

め
ら
れ
て
い
た
、
大
根
占
町
農
業
協
厨

組
合
の
胃
杜
年
部
は
、
地
区
の
支
部
粗

■
蓼
癖
り
、
三
月
十
四
日
、
消
防

会
鱈
で
鵠
喧
天
会
を
挙
行
し
た
。

規
む
予
廊
8
妻
計
画
を
決
定
し
た
の
ち

次
の
役
員
を
選
出
し
て
、
組
含
運
動
の

推書
荏
と
し
毛
強
≦
窟
し
た
。

な
お
当
■
の
運
画
と
し
て
貯
金
吸
牧
を

と

り
上
げ
記
員
l
人
平
均
l
l
万
円
を
目

一
町
－
民
の
声
一

　
　
　
　
　

を

　
■
　
る

ー
、
投
稿
者
は
町
内
に
厨
笹
す
る
人
又

　は
町
外
に
あ
る
本
町
出
身
者

2
、
宛
先
は
、
町
役
場
広
報
係
、
毎
月

ll＋
五
日
ま
v
v

3
、
内
容
は
町
行
政
及
び
町
の
発
展
朋

　
朗
化
に
関
す
る
も
の
、
字
数
は
約
八

百
字
以
内

4
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
、
採

　
用
の
分
に
は
記
念
品
を
差
上
げ
ま
’
す

を
見
込
む
こ
と
は
町
の
立
木
の
現
況
、

経
済
事
情
な
ど
か
ら
苦
し
い
の
で
す
が

撒
木
費
、
国
有
赫
購
入
費
、
起
債
償
還

な
ど
に
充
て
る
こ
と
、
し
ま
し
た
。

以
上
｝
’
J
三
十
年
度
の
予
算
裕
韻
は
六
千

七

百
四
万
二
千
四
百
四
十
六
円
と
な
り

ま
す
が
’
本
年
は
早
く
か
ら
各
種
事
業

占
見
通
が
つ
い
た
の
で
、
最
後
予
算
ま

t’」
そ
う
、
追
加
は
多
く
は
な
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

さ
る

■
紅
縁
領
二
百
万
円
の
定
期
貯
金
吸
牧

t＿
の
g
出
す
こ
と
A
な
つ
た
。

書
■
長

　
　
寺
田
藤
彦

闘
書
員
長
　
　
松
　
元
　
清
　
三

大警
冥
部
長
型
罰
長
1
右
同

烏
療
反
5
長
　
今
隅

〃

B
蚤
貰
上
園

池
田

亥
5
来
定

璽
艮
宿
利
原

〃

固
冥
魯
民
福
元

会

長
に

堂
地

静
子

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
婦
．

町
婿
人
遣
妬
隻
■
T
会
の
定
期
総
会
は
、

111月
二
十
・
八
日
、
大
恨
占
小
学
校
で
開

き
、
1
1
＋
九
年
度
の
会
煽
「
会
計
報
舌

t
’
三
十
年
度
の
裏
計
■
、
予
算
を
審

議
し
た
後
、
次
の
鍔
員
を
遇
出
し
た
。

ツ
ロ
コ
　
コ
ノ
ロ
コ
ロ
も
ぜ
コ
　
コ
　
く
ロ
　
ト
コ
ハ
サ
　

と

思
い
ま
す
。

尚
役
場
の
課
の
整
瑚
続
合
絃
幽
職
員
の

定
数
減
の
議
案
も
出
ま
し
た
が
、
震
の

整
理
統
合
は
民
生
課
を
総
務
澱
に
合
併

固
定
資
産
評
価
委
員
室
を
檀
務
■
に
統

合
し
、
職
員
の
定
数
は
現
在
の
各
吏
呑

部
局
を
通
じ
て
五
名
の
欠
貝
を
そ
の
ま

、
定
数
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
め
垂
し

て
町
長
の
事
務
部
局
の
職
員
四
十
名
、

議
会
の
事
務
部
局
二
名
、
教
育
委
員
会

及
公
民
館
五
名
、
農
業
委
員
会
三
名
と

な
り
ま
し
た
。

良

弘功

己寛

吉哉

－

・2
．
．
；
く
．
：
．
～
：
．
・
ハ
・
：
°
e
N
．
．
：
．
．
V
．
3
・
V
°
°
・
ご

＄
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
内
池
田
校
区
青

年
団
代
表
よ
り
池
田
校
区
に
役
場
支
所

を
設
置
し
て
く
れ
と
云
う
池
田
校
区
民

を

代
表
す
る
切
実
な
希
墓
が
出
て
い
ま

し
た
こ
れ
1
対
し
て
は
総
務
委
員
会
に

付
託
し
て
同
委
員
会
で
特
に
慎
重
に
研

究
さ
れ
た
の
で
あ
D
ま
す
が
町
宅
て

も
議
会
蹟
員
を
縮
減
し
役
場
吏
員
の
定

定

期

総

会

開

v

一な
お
町
婦
人
埠
姑
酪
■
会
で
は
婦
人
週

間
の
最
s
u
i
i
r
’

　
　
　
　
　
　
巨
“
月
十
六
日
婿
人
K

会
を
開
催
す
る
予
定
♂
．
」
あ
る
と
、

会
長

　
　
堂
地
静
子

副
会
長

　
　
富
山
と
し

数
も
減
じ
町
財
政
に
赤
字
を
出
さ
な
い

よ
う
に
苦
心
し
叉
璽
闘
し
た
費
用
を
土

木
嚢
薮
育
の
蕃
璽
雰
で
も

役
立
た
せ
よ
う
と
し
て
今
正
に
予
算
も

成
立
し
よ
う
と
す
る
と
き
直
ち
に
叉
役

場
吏
員
の
定
数
を
増
す
よ
う
な
こ
と
は

と
る
べ
き
策
で
な
い
と
思
わ
れ
る
’
そ

れ
か
と

言
つ
て
池
田
校
区
の
実
情
か
ら

し
て
誠
に
忍
び
な
い
も
の
が
あ
る
。

執
行
当
局
に
於
て
現
在
の
吏
鼠
登
以
て

衷
所
馨
が
可
能
で
あ
る
か
研
究
し
て

璽
篇
曇
董
嚢
瀕
襲
簗
露

・

務
の
委
任
が
難
し
い
か
ら
期
待
す
る
程

の
効
果
を
上
げ
得
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
配
給
の
関
係
等
最
も
H
般
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
事
務
に
つ
い
て
月

何
日
か
派
遣
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法

も
考
え
ら
る
、
の
で
は
な
い
か
等
色
々

検
討
さ
れ
ま
し
た
が
と
に
か
v
当
局
で

充
分
研
究
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
に

＊4月の行事eg
3日　大年神社鳥居引き

7日　公明選挙推追樋絡協議会

8日　ラミー張興会総会

9日・－11日　公民館主催

　　　㈱者講習会
16日　婦人大会

17日　公明選挙講演会

20日　町畏町議選挙告示　立候補

　　　受付開姶

23日　知M嬢麟選挙

25日　町長町膿立候補締切
　　　　　　　　　　　　　　（
28目　青年学級開講
30日　町畏町議選挙

◎1日～16日婦人週間

表算予別源財’
1 払鷺」負．　　　　’扉支出金惨支出金寄　　卿入　町債：一噛鰯顕合計　比率

　　　会　　費
∫　役　場　費

　　防　　費
土　　木　　費
教　　育

．

　　一　　［　　1　　1
　　　　　233，㎜　　　　　　　　　204，800

　　　　　　　　12，969，837
　　　　　　　5001，441，080　　　　　　　　‘

54・000‘　　　1　　　　　　　　　266，249
　　11　　　　　75，000，　　　　　45・80α　308・720　　　　‘　8〃00　　　　‘　　　　‘　　99，980　　　　　1　　　　　　　　←　　　　　120，100　　　　2　　　　2483，10015・289，666　　　．oi　．　　η．81

　　1，000　　　　　　　　　　165，100　　　　　　　．

　100’㎜　　　　　715，ω5

　33，156，

　87，000
糟認⇒脇1φ　1　　83・700‘　　　　　　　；4・437，292　　　　1　　　2　　　3i　　　　24鵬繁4°禰5捌囑

　　　　1　　　　1，706，896

　　　　1h34b357
　　　　　904，690
3，700，000LO51，818
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一
，　・　　　　　　　　，　，　円及　　金　．入などで

な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
請
願
ぎ
は
山
ノ
ロ
三
部
落
、

笹
原
部
落
、
皆
倉
部
落
、
神
川
申
原
部

落
等
か
ら
公
民
館
補
隻
句
神
社
再
建
補

修
材
等
の
特
別
払
下
げ
の
件
で
あ
り
ま

す
が
ご
れ
は
当
局
で
必
要
石
数
を
正
確

に
し
て
そ
れ
に
応
じ
た
立
木
を
蘭
査
す

る
引
渡
し
に
際
し
て
は
議
会
と
し
て
も

立
会
つ
て
正
確
を
期
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

園
芸
振
興
会
よ
り
陳
留
轡
は
執
行
当
局

に
於
て
予
算
の
範
囲
内
で
出
来
る
な
ら

善
処
せ
ら
る
、
様
当
局
に
回
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
磁
会
事
務
局
）

　
　
　
（
写
真
は
サ
ヨ
ナ
ラ
町
議
会
）

駄根
四、

郷

土

史

　
鎌
倉
時
代
の
大
根
占

四
、
藤
原
氏
の
居
城

◆
高
城

高
城
は
一
名
神
之
川
城
と
も
呼
び
藤
原

氏
数
代
の
居
城
で
あ
つ
た
。
其
の
位
置

鳥
浜
と
塩
屋
の
中
間
に
位
し
高
さ
約
六

’

十
間
の
台
地
の
突
端
に
あ
り
、
北
西
南

の
n
l
面
は
断
崖
に
囲
ま
れ
東
方
の
み
僅

か
に
台
地
に
つ
な
が
る
。
こ
A
を
野
首

と

言
い
高
さ
約
l
間
半
の
崖
の
跡
が
あ

　
　
　
　
　
ほ
み
ま
る

り
。
野
首
と
本
丸
と
の
間
に
三
重
の
堀

が
あ
る
巾
五
間
長
さ
三
十
聞
深
さ
約
六

間
の
堀
三
重
に
併
列
し
て
外
界
と
を
遮

断
し
頗
る
堅
固
な
土
城
で
あ
る
本
丸
の

跡
は
開
墾
の
為
往
古
の
影
を
と
1
め
ず

と
言
え
ど
も
石
畳
の
跡
及
び
土
止
め
の

ふ

き
3
t

葺
石
の
跡
所
々
に
散
見
す
る
。
本
丸
へ

の
通
路
は
南
と
北
に
あ
り
、
い
つ
れ
も

断
崖
の
虫
程
に
城
門
の
跡
あ
り
其
の
位

置
よ
り
察
す
る
に
大
手
門
は
鳥
浜
に

下

る
北
面
の
門
と
思
は
れ
る
、
こ
の

附
近
に
泉
水
あ
り
。

今
城
跡
に
立
っ
て
四
方
を
望
観
す
る

に
六
十
間
の
断
崖
の
下
、
外
海
よ
り

寄
す
る
波
は
其
の
磯
を
洗
S
、
大
河

の
如
き
錦
江
湾
を
へ
だ
て
S
薩
摩
の

連
山
は
高
く
、
あ
る
い
は
低
く
霞
の

申
に
包
ま
れ
其
の
山
波
の
つ
き
る
所

に
桜
島
の
雄
姿
を
望
見
す
る
。
眼
を

転
ず
れ
ば
喜
入
、
今
和
泉
、
指
宿
、

山
川
の
人
家
は
山
ふ
と
こ
ろ
に
点
在

し
南
の
涯
に
薩
摩
冨
士
の
り
、
し
い

山
容
を
の
ぞ
か
せ
た
風
光
は
将
に
一

幅
の
絵
で
あ
る
。
南
は
大
根
占
の
水

田
を
へ
だ
て
A
祢
寝
氏
の
国
見
城
を

指
呼
の
間
に
望
み
、
北
は
鳥
浜
の
水

堂

高
城
を
屠
城
と
し
て
北
方
よ
り
の
敵
は

こ
の
神
之
山
で
防
ぎ
河
岸
の
こ
の
砦
で

見
張

し
訴
篭
の
姥
讃
う
古

来
高
城
を
雄
城
宕
呼
び
城
を
整
項
と
称

し
て
い
た
が
、
附
近
に
「
ぜ
ん
づ
き
」

編
戸
亡
鑓
」
泓
邑
か
磁

の
坂
」
「
御
崎
」
等
の
地
名
が
あ
る
。

城
跡
は
面
積
五
畝
位
あ
り
堀
跡
も
残
つ

て
い
る
。
こ
の
城
跡
に
朱
入
り
の
つ
ぼ

が
埋
め
て
あ
る
と
の
伝
え
が
あ
る
が
日

交
蔓
挫
の
初
頃
¢
隈
氏
宅
地
内
よ
り
刀

剣
一
振
を
発
見
し
た
。

◆
城
部
落
の
遺
跡

－
、
寺
屋
敷
の
跡
ー
伝
説
に

よ
れ
ば
京
都
の
知
名
人
某
大
隅
に
下
向

し
こ
、
に
寺
を
創
建
し
た
と
い
う
。
現

在
は
石
塔
四
基
あ
り
、
宝
暦
壬
串
年
○

○
菩
薩
の
文
字
が
見
え
て
い
る
o

2
・
弘
法
大
師
の
井
戸
－
－

魚考

i田
を
へ
だ
て
A
神
之
川
の
河
口
に
逮

　
　
　
じ
よ
う
ピ
り
で

し
河
岸
に
城
の
砦
が
ひ
か
え
て
い
る
。

藤
原
氏
が
南
隅
の
雄
と
し
て
居
城
を
定

め
る
に

あ
た
り
こ
の
砦
選
恕
職

に
今
更
な
が
ら
一
驚
ず
る
次
第
で
あ
る

が
星
婿
七
百
年
、
い
つ
し
か
こ
の
城
も

荒
廃
に
帰
し
て
し
ま
つ
た
。

　
じ
よ
う

◆
城
神
之
川
は
南
大
隅
屈
指
の
河
川
で
、
山

岳
台
地
を
蛇
行
し
つ
、
見
事
に
開
折
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
サ
つ
せ
を
そ
ロ
フ

で
僅
か
に
神
之
川
附
近
に
於
て
沖
橿
眉

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う

を
形
成
し
て
い
る
。
城
は
こ
の
河
口
に

あ
る
。
往
古
は
神
之
川
に
橋
梁
無
く
、

現
在
の
淵
上
神
社
附
近
に
冬
の
聞
だ
け

架
欄
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
o

部
落
の
ほ
s
　
I
F
央
新
原
氏
宅
地
内
に
古

井
戸
が
あ
る
。
昔
弘
法
大
師
こ
ご
E
井

戸
を
堀
ら
し
め
た
と
伝
へ
て
S
ゐ
n

　
　
　
こ
ん
り
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
お
ん

3
、
権
現
屋
敷
1
砥
園
屋
敷

い
つ
れ
も
部
落
内
に
あ
り
権
現
宮
は
後

川
の
ほ
と
り
に
移
転
し
淵
上
神
社
と
称

し
祇
園
冨
は
神
之
浜
に
移
し
八
坂
神
社

と
な
つ
た
と
伝
ふ
。

4
、
梅
岸
に
諏
訪
柿
肚
、

　
津
柱
祠
耐
、
大
日
如
来

　

が
あ
る

5
、
部
落
の
東
方
台
地
は

約
二
千
年
前
の
居
佳
地
で
、
宇
都
、
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
よ
い

養
松
、
高
岩
、
鉢
窪
の
地
字
内
に
弥
生

し
き
式
＋
騙
の
破
片
を
散
見
す
る
。

地

（第
九
回
）続

五
、
若
宮
祠
証

高
城
本
丸
の
内
に
あ
り
、
今
よ
り
七
九

二
年
前
即
ち
艇
璽
冗
年
八
月
藤
原
輯
弛

大
弥藁
嶺
し
高
城
を
属
と
し
た

の
で
当
社
を
創
建
し
神
鏡
五
面
を
安
霊

し

た
）
祭
神
は
墜
な
い
が
其
の
後
l
1

十
1
1
年
即
ち
元
暦
ゴ
年
七
月
義
光
の
長

男
響
民
が
藷
の
形
萎
警
ア
彫

刻
し
て
安
置
U
た
。
こ
の
木
像
は
高
さ

　
　
　
　
　
い
く
わ
ん

三
寸
五
分
の
衣
冠
の
木
像
p
u
　
1
　
R
l
l
l
体

の
作
と
串
伝
え
て
い
る
。
其
の
外
高
さ

七
寸
五
分
の
爽
腎
木
像
1
1
体
が
あ
る
o

境
内
地
は
壱
反
五
畝
四
歩
あ
り
、
創
立

以
来
七
四
八
年
間
城
雄
に
鑓
座
し
、
、
近

年
で
は
鳥
浜
の
人
上
園
写
四
郎
氏
が
氏

子
総
代
と
し
て
管
理
し
て
来
た
が
明
治

四
十
四
年
二
月
五
旦
諏
紡
神
社
に
合
祖

さ
れ
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

六
、
諏
訪
締
証

若
宮
神
社
よ
り
六
年
後
、
高
倉
天
皇
の

嘉
応
元
年
二
月
神
之
川
の
内
諏
訪
原
に

　
　
　
　
　
　
二
）
J
し
ろ
ぬ
し
み
な
か
丈

建
立
さ
れ
祭
神
は
亭
代
主
命
、
御
名
方

神
で
あ
る
。
昔
は
諏
訪
大
明
神
と
呼
ば

れ
嚢
奎
警
薦
讃
留
け
ご

の
社
を
尊
敬
し
、
鉄
弓
、
鉄
町
黒
漆
罰

各
一
本
を
奉
納
し
、
宝
物
と
）
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
o
下
つ
て
慶
喪
年
間
島
津

家
十
六
代
の
太
守
義
久
の
息
女
亀
寿
公

も
こ
の
杖
を
惰
仰
し
社
殿
を
造
立
し
神

領
と
し
て
一
反
九
畝
を
奉
納
し
た
棟
札

も
残
仔
し
て
い
る
点
よ
り
考
へ
て
昔
は

当
地
方
の
崇
敬
の
的
で
あ
っ
た
事
が
う

か
さ
え
る
の
で
あ
る
。
当
諏
訪
大
朋

神
は
初
め
神
川
諏
訪
原
に
創
建
さ
れ

後
鳥
浜
の
水
田
の
申
に
移
し
更
に
明

治
の
末
期
現
在
に
移
転
し
た
の
で
あ

る
が
其
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
様
な
伝

え
が
残
つ
て
い
る
。
即
ち
建
立
の
翌
年

七
月
大
暴
風
雨
の
為
洪
水
と
な
り
壮
頗

は
海
に
流
出
し
て
し
ま
つ
た
が
幸
に
も

鳥
浜
の
海
岸
に
漂
檀
し
た
。
不
思
議
な

事
に
神
殿
も
神
鏡
も
無
事
で
あ
つ
た
の

で
氏
子
1
同
安
堵
し
克
が
其
の
夜
神
主

は
霊
夢
を
蒙
つ
た
。
日
く
、
鳥
浜
の
水

田
の
中
に
山
が
あ
る
、
あ
の
山
に
鎮
座

し
た
い
。
と
、
夢
さ
め
た
神
官
は
驚
き

今
一
度
神
旨
を
伺
い
奉
つ
た
と
こ
ろ
疑

い
も
な
く
正
夢
で
あ
る
と
の
神
宣
で
あ

つ
た
の
で
衆
議
一
決
し
、
鳥
浜
の
林
叢

の
地
に
勧
請
田
上
げ
た
の
で
あ
る
。
其

の
後
七
百
四
十
年
間
こ
の
地
に
鑓
座
し

て
い
た
が
明
治
四
十
四
年
河
口
の
現
在

地
に
移
転
し
若
宮
神
社
津
柱
神
社
を
合

福
し
た
。

t
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主

体

　　　　　　　　　　　副
営

に

長

足

へ
の

翻
鷲
聾
唖
劉
聾
□
嚢
鐘
騨
甦
覇
鵠
霞
鐘
籔

　
か
つ
た
力

　
議
会
の
在
り
か
克
を
簡
単
に
申
上
げ

ま
す
と
議
決
を
な
し
そ
の
執
行
を
見
守

る
と
い
わ
g
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
行
政
は
仲
民
の
福
祉
の
た
め
に

最
暮
を
尽
す
こ
と
が
根
本
の
饗
で
あ

り
そ
の
上
に
立
つ
て
町
村
の
繁
栄
を
計

り
、
件
民
を
代
表
し
執
行
当
局
の
執
行

の
在
り
方
を
議
決
し
そ
の
結
果
を
在
視

し
て
批
判
警
告
を
発
し
或
は
次
の
間
題

s
r
t
．
パ
鋼
ハ
畠
一
～
I
P
．
N
＿
t
t
）
ち

が
流
れ
町
長
、
町
議
会

諫
員
の
任
期
満
了
に
ょ

る
選
挙
が
い
よ
く
四

月

三
十
日
執
行
さ
れ
る

ご
と

に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
を
前
に
し
て
執
行

当
局
に
関
係
す
る
こ
と

に
言
及
す
る
の
は
避
け

た
い
と
思
い
ま
す
が
議

会
の
こ
と
に
つ
い
て
一

言
申
上
げ
た
い
と

思
い

ま
す
。
◎
議
会
の
在
り

　
か
た
は
正
し

、

コ
衣
食
住
に
つ
い
て
御
報
告
敬
し
ま
す
。

衣
類
は
至
つ
て
簡
単
で
一
年
申
合
袴
で

冬
の
間
は
オ
ー
バ
ー
を
使
用
し
夏
は
ノ

鰭
謡
鹸
遷
離
だ
建

　
申
上
げ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
四
ケ
年
の
間
に
は
議
会
と
執
行
部
と

　
深
刻
な
輪
戦
の
展
開
さ
れ
拒
場
面
も
あ

　
0
ま
し
た
が
何
れ
も
そ
れ
ぐ
の
立
場

　
に
於
て
町
を
愛
し
佳
民
を
愛
す
る
真
剣

　
な

意
見
で
然
も
す
べ
て
が
建
設
的
意
見

　
で
あ
つ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

　
り
ま
す
o

　
◎
議
会
運
螢
は
向
上
し
た

　
　
　
か

　
　
こ

S
に
申
上
ぐ
る
議
会
運
営
は
広
S

　
意
味
の
藤
会
の
こ
と
で
会
麟
申
の
こ
と

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o

　
　
議
会
と
載
行
部
は
モ
の
性
格
が
判
然

　
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
往
々
に

　
し
て
議
会
が
執
行
部
に
介
入
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
、
或
は
執
行
部
が
自
ら
介

　
入
せ
し
む
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

　
　
例
を
申
上
げ
ま
す
と
こ
S
に
一
っ
の

　
丁
事
が
始
り
町
長
か
ら
議
員
に
対
し
て

　
工
事
現
場
監
督
を
依
嘱
し
そ
の
議
員

　
が
引
受
け
て
工
事
が
違
め
ら
れ
て
S
た

　
が
偶
々
そ
の
工
事
に
設
針
と
違
つ
た
粗

ロ
　
　
ロ
も
　
ぎ
も
　
ド
リ
　
ウ
　
ハ

ひ
“
馳
纈
ぽ
簸
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
買
物
や
視
察
の
時
も
　
　
　
　
　
靴

　
で
行
き
不
断
曽
と
い
う
ρ
　
，
ま
せ

一4
墨
墾
く
も
っ
て
居
E 態

に
直
面
し
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
何

処
に
あ
る
か
、
そ
れ
を
正
す
の
は
誰
が

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
云
う
場
合
本
来
は
執
行
部
に
責

任
が
あ
り
之
を
霞
会
が
正
す
ぺ
き
で
あ

る
が
議
員
が
藍
督
に
従
事
し
て
い
る
こ

と

に
よ
つ
て
賎
会
も
執
行
部
と
と
も
に

同
罪
と
な
り
ま
す
、
譜
会
も
女
句
が
言

え
な
い
立
場
に
な
り
ま
す
。

若
し
こ
れ
が
大
き
な
問
題
で
あ
れ
ぱ
こ

う
し
た
場
合
町
民
の
心
あ
る
也
の
が
奮

起
し
町
鼠
大
会
で
あ
れ
リ
コ
ー
ル
で
あ

れ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
予
想
じ
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
例
は
全
国
に
は
多
い
の
で

あ
り
受
ず
。

幸
に
我
が
町
議
会
は
右
の
如
き
執
行
部

一一闘蛭
設
獺
四
嬬
雛
韻

申
合
せ
ら

れ
よ
く
実
行
さ
れ
ま
し
た
一

大
進
歩
と
串
す
べ
き
で
し
よ
う
●

Iと
の
種
の
行
為
に
つ
い
て
は
改
選
後
更

”
～
一
t
n
y
U
，
J
I
J

ヤ
ッ
一
枚
に
た
る
と
云
う
風
で
常
に
清
そ
れ
を
洗
濯
し
て
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て

欝議
蹴
溺
竺
獅
嚥
糠
⌒
議
灘

し
か
ム
．
［
○
年
位
山
：
自
つ
た
」
C
ち

二
は
心
得
て
居
り
b
i
す
o
　
1
方
日
本
の
農

　
　
　
　
　
氏
は
一
年
に
一
、
二
回
し
か

　
碑
な
い
洋
服
や
紋
付
き
袴
等

　
　
ち
円
も
の
曽
物
が
タ
ン
ス

に
強
化
寸
ぺ
き
こ
と
S
思
い
ま
す
。

執
行
部
と
の
馴
合
政
治
を
止
め
執
行
部

に
対
し
て
迎
合
す
る
こ
と
を
慎
み
、
飽

く
ま
で
も
是
は
是
と
し
非
は
非
と
し
て

　
　
　
　
デ
リ
コ
ア
ハ
ニ
の
ヨ

事
は
先
暑
で
申
し
た
通
り
で
す
が
重

労
⑦
を
休
憩
な
し
で
時
間
一
ぱ
い
切

く
の
で
す
か
ら
日
本
の
食
事
で
は
到

底
体
力

が
続
き
ま
せ
ん
。
最
初
の
二

、

三
ケ
月
ば
労
仇
に
目
信
の
あ
つ
た
、

私
も
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
八
ケ
月
体
力

が
続
く
か
と
思
つ
た
程
で
し
た
が
後
に

は
苦
痛
を
感
ぜ
ず
時
に
は
オ
ハ
ラ
節
で

も
歌
い
克
い
位
に
愉
快
に
作
業
が
出
来

る
様
に
な
つ
た
の
も
一
に
食
生
活
か
ら

来
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
在
米
申
二
貫

も
肥
つ
た
程
で
す
。
労
仇
力
の
根
幹
は

体
力
で
あ
り
体
力
は
日
常
の
食
生
活
か

　　　

進
　
歩

行
政
の
執
行
を
批
判
し
そ
の
貢
動
は
常

に
一
貫
し
た
信
念
即
ち
住
民
の
代
表
者

と
し
て
庄
民
の
㈲
祉
を
基
盤
ど
し
た
考

え
町
の
発
展
を
祈
念
し
て
の
f
r
c
a
s
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
そ
こ
に
建
設
的
な
正
し

い
意
思
も
生
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
と

信
じ
ま
す
。

我
が
町
議
会
が
今
回
の
選
挙
に
よ
り
＝

十
名
の
選
艮
が
出
で
町
民
の
信
頼
に
応

う
べ
く
更
に
理
想
に
向
つ
て
前
沈
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
、
遜
挙
民
の

皆
さ
ん
の
審
判
を
待
つ
こ
と
に
致
し
ま

し
よ
う
。

議
会
事
務
局
長

矢
野

清

　　　　　氣象概況
　　　　ぬおゐロけコひリマベウロリコもロザがロいヘゾコひひセパのやガのウもぷコれペノロへ

　　　　　　（鹿兄島地方氣象台）
4月中旬
　大陸から東進する移動性高気庄は三陸沖にぬけ低気圧は

週期的に現われて東交那海より本邦南岸沖を通る見込Eす
この為天気は週期的に崩れて雨となりましよう．気温は並

ですが一時梢々低い日がありましよう。雨量は並でしよう

4月下旬
　主な低気庄は日本海を通り易くts9？に南岸沖を東濫する

低気庄を件い、天気が鴎れ週踊的に変化しましよう。向一
時西寄りの風が強くなるおそれがあります。気温は並かや

S低目から後高めとなりましよう。雨量は並かやN多tDE
しよう。

晩霜予想　　　’

　上旬後半と申旬末から下旬の初めにかけて獺雪があるか

も知れません。

5月概要
　オホーツク海又は三陸沖に高気圧が現われ本邦の南梅上
は前線帯となり易い。この為一般に北高南低の気圧配置が

卓越し天気はぐつつく傾向がある。気温けやxi！EV・見込で

す。雨量はやN多いでしよう。

　　　　　　　　　予想及卒年値
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ナ

ス

　

　

　
八
月
上
霜
に
な
つ
た
ら
更
藝
し

　
ナ
ス
は
生
育
期
間
が
長
い
の
で
・
肥
．
て
、
申
耕
迫
肥
を
し
、
秋
ナ
ス
を
と
る

料
を
十
分
に
施
し
・
追
肥
も
回
数
を
多
よ
う
に
す
る
。
蜘
鷺
は
主
枝
に
近
い
側

籠
謬
畷
雛
穫
罷
一
竃
鷲
託
霧
砧
経
邦

草
勢
が
よ
わ
つ
て
く
る
“
お
そ
く
と
も

梅
雨
上
り
に
は
。
咄
間
に
敷
わ
ら
を
し

て
地
温
が
高
く
な
り
ず
ぎ
た
り
、
乾
燥

し

な
い
よ
う
に
す
る
。
縛
々
水
を
か
け

t

る
ご
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
ぷ
コ
リ
コ
タ
ハ
　
エ
ヨ
　
と
ロ
ハ
の
も

青
い
キ
ウ
リ
や
真
赤
な
ト
マ
ト
や
人
参

の墓
赤
い
の
を
好
み
セ
ロ
リ
ー
と
云

う
野
菜
が
軟
白
か
ら
緑
に
切
り
替
ヌ
ら

れ
た
の
も

皆
ビ
タ
ミ
♪
の
含
宥
貴
が
多

い
か
ら
だ
と

云
は
れ
ま
す
。
叉
果
物
は

む
だ
食
い
で
な
く
食
糧
の
一
部
と
し
て

考
え
ら
れ
野
菜
と
料
理
さ
れ
る
事
が
あ

s
ま
す
。
竃
の
食
事
の
外
に
医
者

代
が
非
常
に
高
く
診
察
だ
け
で
l
t
ハ

Q
O
円
も
取
り
ま
す
の
で
平
生
の
食
事

で
病
気
に
な
ら
な
い
様
に
体
力
を
作
つ

た
方
が
医
者
代
よ
り
も
食
費
が
安
く
つ

く
の
だ
と
も
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。

婦
人
会
の
料
理
講
習
も
金
を
出
し
て
買

う
材
料
で
な
く
農
家
で
生
産
す
る
卵
、

二1晶平聾値一？；慧漫僧

Cl凶7賠誓タ講
乎訟179・二三ごハ55・1【
；欝多216・4？5雰190・ε

一rePtt　ill値
⇒許骨ぶ低115．4

下旬覆繧講い【16・8

5月や、高目　　118・9
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弱
い
か
ら
、
ア
多
二
が
菱
・
亙
ス
が
と
れ
る
．

ユ
》
～
一
、
t
u
－
’
t
l
u

N
t
t
’
．
u

ト
マ
ト

ト
マ
ト
は
、
下
肥
や
硫
安
の
よ
う
な
チ

ッ
ソ
肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
、
葉
が
繁
り

す
ぎ
て
、
花
が
咲
い
て
も
落
花
す
る
、

ま
た
加
用
肥
料
が
不
足
す
る
と
、
翼
が

　
　
　
　
ニ
も
の
ぎ
ヂ
ハ
ら
ア
ロ
コ
コ
ニ
ノ
む
　
ロ

あ
り
ま
す
。
夫
婦
の

簿
籠
饗
い
緊
雛
誇
露
腱
醐

部
輿
子
供
の
部
屋

は
別
々
p
、
部
屋
に

は
べ
ツ
ド
、
机
、
本

棚
、
整
理
棚
が
あ
り

子
供
も
自
分
の
も
の

は
自
分
で
整
理
す
る

浪
備
が
し
て
あ
つ
て

小
さ
い
時
か
ら
撲
け

ら
れ
て
居
ま
す
。
ベ

ツ
ド
に
入
る
時
靴
を

ぬ
ぐ
だ
け
で
、
ど
の

部
屋
も
靴
で
歩
け
ま

ず
。
畳
の
上
の
生
活

よ
り
、
清
塑
便
利

寺田
藤彦
ごんだりよ

こへも氣軽に作業衣で

花
ど

アメリカ農業

見てある記

枯
れ
て
疫
病
に
か
、
り
や
す
く
な
る
。

加
隠
は
窒
素
と
同
量
程
度
た
く
さ
ん
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ナ
ス
と
9
L
じ
く
厚
く
敷
ワ
ラ
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
D

近
年
疫
病
の
発
生
が
激
し
い
が
、
1
0

日

に
一
回
位
六
斗
式
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液

か
、
ダ
イ
セ
ー
ン
を
か
け
る
。

果
実
の
し
り
か
ら
く
さ
れ
る
病
気
は
．

土
地
の
乾
燥
、
過
漁
か
N
起
る
か
ら
堆

肥
を
た
く
さ
ん
や
り
、
敷
わ
ら
を
励
行

す
る
、
薬
を
か
け
て
も
効
果
が
な
い
。

果
実
は
一
段
匹
一
丁
四
果
程
度
残
し
て

騒
gt月
1
1
1
＋
日

立
候
補
受
付

後
は
摘
果
す
る
。
葉
が
繁
り
す
ぎ
る
よ

う
な
ら
少
し
摘
葉
す
る
。

キ
ユ
ウ
リ

　
キ
ウ
リ
は
と
く
に
チ
ツ
ソ
■
翼
を
好

む
、
常
に
肥
切
れ
の
し
な
い
よ
う
余
る

程
施
し
て
お
く
。
燃
酸
加
田
炉
不
足
し

た
り
、
営
養
失
調
に
な
つ
た
a
す
る
と

苦
味
が
出
て
ぐ
る
●
キ
ウ
リ
は
乾
燥
を

私
連
の
生
活
に
一
番
漢
い
つ
な
が
g
を

も
つ
、
知
事
、
県
埴
会
■
員
、
町
長
、

町
議
会
議
員
の
遇
挙
が
、
そ
れ
ρ
＼
2
3

日
、
3
0
日
に
行
　
）
れ
ま
す
。
次
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
’
正
し
ぐ
、
洩
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
票
を
投
じ
ま
し
よ
う
．

★
麹
挙
の
期
日
、
立
慎
繍
の
届
出

知
事
、
曝
■
遍
緕

四
月
l
l
十
’
1
1
M

町
畏
、
町
霞
選
挙

　　　　一
正

し
い

購技農

と
く
に
き
ら
う
か
ら
必
ず
敷
わ
ら
を
す
一
商
、
お
互
い
の
努
力
次
第
で
増
敗
は
出

繕
羅
撰
藷
舞
賑
腔
蕪

鰻纏
遵
簗
懸
㎝
鯵
鷺
計
劉

匁
と
か
し
て
か
け
る
。
　
　
　
　
　
　
愛
畜
心
に
ょ
り
家
畜
匠
よ

カ
ポ
チ
ヤ
　
　
　
　
　
　
≦
・
る
こ
云
ふ
、
＋
k
g
る
日

チ
ツ
ノ
肥
料
が
多
す
ぎ
る
よ
露
の
止
ま
本
罰
へ
基
礎
牛
と
し
イ
唐

O
か
懸
く
な
る
、
加
里
燐
酸
を
充
分
与
取
生
が
遇
入
り
ま
し
た
実

え
る
o
カ
ポ
チ
ヤ
の
花
が
咲
い
て
、
二
一
に
お
と
な
し
い
事
・
全
国

巽
舞
鍵
籠
曇
解
二
羅
を
か
v
p
t
る

日
当
り
が
悪
く
、
枝
が
貧
な
り
合
つ
た

り
o
温
度
が
高
す
ぎ
、
ま
た
は
堅
鶴
不

足
の
時
や
、
交
配
が
出
来
な
い
蒔
C
起

る
。
人
工
交
配
は
朝
九
時
頃
ま
で
の
中

に
、
雄
花
の
花
粉
を
娃
花
ゐ
庄
頚
に
つ

け
る
の
で
あ
る
、
充
分
F
花
粉
を
つ
け

一
っ
の
雄
花
で
四
つ
の
■
花
に
交
配
す

る
こ
と
が
出
来
る
（
大
■
■
清
水
技
手
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請
し
な
い
と
名
簿
に
蜜
録
さ
れ
ず
、
選

議横
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

1
、
知
聯
、
県
■
遜
挙
の
場
合

年
令
n
幽
和
十
年
内
月
十
一
日
以
前
に

　
　
　
生
れ
た
者

佳
所
－
i
m
a
1
I
1
十
年
一
月
十
1
日
以
前

　
　
　
か
D
引
つ
埜
き
本
町
に
居
佳
し

　
　
　
て
い
る
老

◎
印
館
Z
期
日

　
ら
月
十
一
日
か
ら
十
1
1
1
日
ま
で

　
　
∵
鰭
文
の
育
て
方

一頂
三
“
↑
一
烈
戚
の
蟹
本
で
み
0
豪
す
。

皆
様
ガ
艮
ー
品
■
と
竃
墓
ん
一
．
」
、

よ
い
場
所
に
丹
念
に
萬
床
を
｛
．
さ
れ
て

下
択
墓
育
て
る
努
・
・
事

な
さ
れ
な
い
時
は
、
今
年
の
増
牧
目
口

は
掛
け
声
丈
に
終
り
、
農
村
の
暮
し
は

段
々
と
苦
し
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す

I俵
五
〇
〇
円
の
夢
を
捨
て
反
当
増
牧

と
1
日
当
の
利
益
を
夢
見
度
い
、
或
人

［
は
反
牧
一
〇
〇
〇
貫
或
人
は
隣
り
畑
で
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小

で
澱
粉
類
の
割
合
が
多
く
な
る
と
、
苗

は
老
熟
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
苗
の
出

築
方
に
よ
つ
て
イ
モ
の
出
来
が
次
の
図

鍵
一
毫
が
じ
手
。

蘭
述
の
よ
う
な
条
件
で
老
苗
に
な
ら
ぬ
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四
月

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
き
．
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毎
日
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
工
後
三

時
ま
で

★
禰
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
宙
，

基
本
選
挙
入
名
簿
に
登
銀
さ
れ
て
虹
⑳

い
人
の
中
に
、
次
の
要
件
を
そ
な
ヌ
て

い
る
人
は
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
p
l
ん
o
　
（
申
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の
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者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

◎
申
請
の
期
聞

　
四
月
二
十
1
l
日
か
ら
1
］
十
三
日
ま
で

11日
間

★
投
稟
所
の
閲
繍
扇
時
箏

浸
に
旦
■
の
強
遍
ぎ
る
時
は
日
覆
の
工

夫
を
な
，
鴫
又
乾
■
｛
し
な
い
様
に
風
呂

水
佗
か
け
た
り
、
下
肥
を
四
－
五
倍
l

薄
め
て
■
麗
と
●
至
て
■
し
ま
す
、
常

に
轄
燥
し
な
い
壕
心
掛
け
が
大
切
で
す

次
に
窒
素
質
更
碍
ρ
匂
し
方
で
あ
り
ま

す
十
日
置
内
外
に
■
要
（
鐸
当
）
五
I

lo
匁
を
水
五
升
程
度
に
溶
か
レ
虚
は

下
肥
四
ー
五
倍
に
薄
め
た
寧
ゼ
零
し
て

年

（4）

　
出

　
水
　
　
操

に
艮
く
育
つ
様
更
＋
や
黙
堆
肥
と
土
と

混
合
し
て
l
l
－
l
i
，
寸
位
の
土
入
を
し
て

光
線
や
風
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
、
と
の
こ
と
は
黒
斑
病

の
予
防
に
な
り
叉
つ
ら
自
身
が
根
を
出

し
て
肥
に
付
き
生
W
を
促
す
こ
と
に
も

な
の
ま
す
の
で
暴
非
実
行
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
で
す
、
尚
苗
床
に
は
害
虫
が
よ

く
出
来
ま
す
（
曹
小
蛾
或
は
中
白
下
羽

）
の
で
、
B
H
C
粉
剤
や
、
D
D
T
乳

剤
で
早
期
発
箆
し
て
適
期
に
駆
除
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
、
昨
年
中
自
下
羽
が

発
生
し
て
少
し
葉
を
喰
い
つ
＼
あ
つ
た

処
そ
の
作
人
は
あ
ま
り
つ
ら
が
ほ
こ
つ

　
　
　
　

て
い
る
か
ら
少
し
位
は
喰

一◇
σ
可
4
3

堅
o
日
W
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

聾
璽
鑛
…
　
認

晶
と
承
る
、
農
家
は
愛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
に
畷
牧
さ
れ
て
い
る

よ
り
成
長
す
る
愛
作
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

嚢
め
て
努
し
た
い
も
の
手
、
呼
か
経
藁
工

一体
良
い
苗
と
は
ど
ん
な
苗
か
、
苗
床

で
強
度
の
日
照
を
受
け
た
り
、
乾
操
し

た
り
、
窒
素
分
が
K
足
　
〉
た
り
†
る
と

苗
は
窒
素
分
の
割
合
が
少
v
て
澱
粉
類

の
割
合
が
多
い
苗
に
な
り
ま
す
、
そ
こ

ズ

9
♀
o
”

昏
下
鐙

lll：三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
％
　
（
1

羅
四
〇
－
⊥
ハ
o
匁
）
を
坪
当
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
欝
蔽
布
し
て
窒
素
肥
料
を
施
し
ま

す
と
、
伏
込
ん
で
か
あ
エ
ハ
十
日
内
外
で

　
　
　
　
　
ノ

一
番
苗
の
良
苗
が
と
れ
ま
す
、
採
苗
中

は
以
上
述
ぺ
ま
し
た
こ
と
A
P
苗
炉
常

ミ
“
∨
“
い
“
“
；
“
：
t
”
i
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“
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“
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、
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、
“
、
、
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、
“
パ
、
“
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“
“
“
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お知ら
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せ
　

※
豚
の
取
引
は
家
畜
商
を
通
じ
て

家
畜
の
売
買
は
必
す
・
家
畜
市
揚
か
・
家
畜

商

の
手
を
経
て
行
う
こ
ミ
に
な
つ
て
い
ま
す

c
家
畜
商
法
第
十
条
）

最
近
家
畜
商
の
発
許
を
も
た
な
い
で
、
売
買

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
、
違
反
す
る
ミ
罰
せ

ら
れ
ま
す
か
ら
・
家
畜
商
を
通
じ
て
取
引
し
て
下
さ
い

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

★
不
在
者
投
菓

長
期
の
放
行
、
そ
の
他
の
都
合
で
遇
挙

当
日
投
票
所
に
ゆ
け
な
い
人
は
不
吾
者

投
要
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

場
所

町
役
場

期
日
　
そ
れ
ρ
＼
の
避
挙
の
告
示
さ
れ

た
日
か
ら
罵
挙
曹
星
鴫
毎
日
午
前

八
時
二
δ
分
か
ら
午
后
五
時
ま
で

へ

正
　
　
　
　
．

し

ρ

濃
“

▼

な
お
取
引
の
際
の
手
数
料

は
三
分

ご
協
定
さ
れ
。
買

手
が
一
分
五
厘
、
売
手
が

一
分
五
厘
負
担
す
る
こ
、
こ

に
な
つ
て
い
ま
す
。

（
士
根
占
町
康
畜
商
組
合
）

★

　
　
悔

亀

は
せ
と
云
う
て
、
も
う
よ
一

い
か
げ
ん
喰
う
た
だ
ろ
う

と
●
犬
て
薬
を
か
つ
い
で

朽
つ
て
覧
た
百
ベ
ラ
に
な

つ
て
零
は
一
ツ
も
な
か
つ

し
て
、
葉
莫
き
く
肉
質
厚
く

沢
あ
り
、
葉
柄
み
じ
か
く
葉
柄
の

部
太
く
節
毎
に
殿
茅
を
出
し
多
く
驚
f

出
来
る
苗
が
育
ち
ま
す
、
一
寸
の
心
掛

け
愛
作
心
は
苗
七
分
作
で
本
年
の
増
牧

の
鍵
に
な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
．

←
タ
芸
う
讐
聞
き
ま
し

ペ
モ
Q
2
S
K
曳
は
デ
ス

ナ
も
ん
だ
美
疹
衰
牧
を

な
げ
い
た
と
の
こ
と
－
小

事
は
大
事
の
璽
・
翌
寛

蚤
罷
除
2
璽
肋
期

し
ま
す
。

さ
て
良
苗
は
六
十
日
内
外

　
　
　
　
　
　

藁

　
　
　
　
　
　
　
　
基

　
　
　
　
　
　
　
　
力

時
玉
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
ず
・

謡
つ
ら
墾
し
や
は
ん
と
よ
か

　
　
苗
は
と
れ
も
は
ん
ど
？

　

答
　
チ
ツ
ト
し
か
作
ら
ん
む
ん
ご
は

　
　
ん
で

出
来
た
ひ
ご
で
よ
す
ご
は

　
　

ん
そ

2
間
　
天
気
が
観
き
も
ん
で
甘
鰭
床
が

　
　
臨煽
せ
ん
こ
ソ
水
も
か
け
や
は
ん

　
　

か

　
答
　
は
ら
夕
ぺ
も
風
呂
を
わ
か
し
も

　
　
し
た
ど
ん
他
仕
串
が
忙
し
ゆ
て
な

　
　
チ
ツ
ト
甘
緒
床
ど
ま
な
？

3
簡

虫
が
お
ん
ど
薬
を
か
け
や
ん
せ

　
答

薬
か
け
ば
つ
か
い
チ
ツ
ト
ソ
ッ

　
　
ト
ち
な
ど
ん
ぢ
や
く
せ
ず
、
植
ゆ

　
　
時
う
つ
ぱ
る
植
へ
も
は
ん
な
ら

少
し
の
継
で
す
が
今
年
こ
そ
こ
ん
な
考

へ
方
を
な
く
し
て
、
正
し
い
方
法
で
努

力
と
工
夫
を
重
ね
て
一
段
の
増
牧
を
切

望
し
ま
す
。
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